
 

日
本
共
産
党
の
躍
進
で 

 

安
倍
政
権
の
暴
走
に
「
Ｎ
Ｏ
！
」

「
国
保
税
引
き
下
げ
を
求
め
る
」市
民
の
請
願
に
も
、 

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
反
対
を
求
め
る
」市
民
の
請
願
に
も
、 

日
本
共
産
党
以
外
の
議
員
は
黙
っ
て「
反
対
」し
ま
し
た（
６
月
市
議
会
）
。 

 

国
保
税
引
き
下
げ
な
ど
、市
民
の
願
い
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、 

こ
れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
が
必
要
で
す
。 

 

み
な
さ
ん
の
お
力
が
頼
り
で
す
。 

 

く
ら
し
の
願
い
実
現
、安
倍
政
権
の
暴
走
を
と
め
る
た
め
に 

全
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
共
産
党
の
市
議 

消
費
税
10
％
に
増
税
・ 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
原
発
再
稼
働
・ 

｢

戦
争
で
き
る
国｣

づ
く
り 

な
ど 

特養ホーム 
待機者 

２１８人 

介
護
施
設･

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を 

家
族
介
護
か
ら
社
会
が
支
え
る
介
護
へ

 

年
寄
り
だ
け
の
家
庭
が

増
え
る
の
に
「
在
宅
」
と

言
わ
れ
て
も
…
。 

や
は
り
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
よ
う
な
施
設
が

必
要
。 

（2014 年 3 月末・市内２特養ホーム 

※重複申込含む。うち 

 自宅待機 58 人） 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
で
は

専
門
職
員
の
不
足
や
、
き
つ
い

労
働
条
件
で
退
職
者
が
相
次
ぐ

な
ど
、
十
分
な
ケ
ア
が
出
来
か

ね
る
と
こ
ろ
も
。 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
増

設
と
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
が

不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
共
産
党

の
市
議
は
県
や
国
に
も
働
き
か

け
ま
す
。 

残業代が 
まったく 
払われない 

 

昼
休
憩
な
し
、
サ
ー
ビ
ス

残
業
が
当
た
り
前
で
過
酷

す
ぎ
る
。
有
給
休
暇
も
、
１

日
も
も
ら
え
な
い 

（
三
〇
代
女
性
・
未
婚
）

日本共産党小矢部市委員会のアンケート
に悲鳴のような声が返ってきています。 

 

子
ど
も
に
一
汁
三
菜
の
食
事

す
ら
用
意
す
る
ヒ
マ
も
な
い

…
子
ど
も
が
ま
っ
す
ぐ
育
っ

て
い
け
る
社
会
で
あ
っ
て
ほ

し
い
（
三
〇
代
女
性
・
既
婚
）

正
規
雇
用
拡
大 

労
働
条
件
改
善
で 

若
者
に
生
き
が
い
を

雇用のヨーコ 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
っ
て
言
う

け
ど
、
周
り
で
給
料
上
が
っ
た

と
い
う
人
は
誰
も
い
な
い 

戦争できる 
国づくりは 
絶対ダメ！
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安
倍
首
相
の
や
り
方
は

本
当
に
ひ
ど
い
。
子
や
孫
を

戦
争
に
行
か
せ
る
よ
う
な

こ
と
は
絶
対
に
許
せ
な
い 

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

つ
い
て
、
日
弁
連
と
全
国
５
２

単
位
弁
護
士
会
の
会
長
ら
が
反

対
、
宗
教
界
、
文
化
人
、
非
政

府
組
織
な
ど
も
相
次
い
で
反
対

の
声
明
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
の
調
査
で

は
地
方
紙
４
３
紙
中
４
０
紙
が

｢

閣
議
決
定｣

反
対
の
社
説
を
掲

げ
ま
し
た
。 

６月議会で「集

団的自衛権反対」

の市民からの請願

に賛成したのは、

日本共産党の市議

だけでした。 



 

 

高すぎる 
国保税の 
引き下げを 

子ども医療費 
近隣市の病院でも 
窓口無料に

軽減 

世帯数 

１,７７１ 

 

償還払い

１,１５８件

子ども医療費 

2014 年 4 月分５,４７５件の内訳 

2013 年度 国保世帯数４,６９０世帯の

うち、低所得で軽減世帯が４割にも！ 

 

消
費
税
増
税
、
年
金
減
額
で

生
活
が
大
変
。
国
保
税
を
引

き
下
げ
て
ほ
し
い 

日
本
共
産
党
の
市

議
が
６
月
議
会
で
「
全

国
の
自
治
体
並
み
に

補
助
を
」
と
迫
り
、
市

当
局
は
「
全
国
の
状
況

を
調
査
し
た
い
」
と
答

え
ま
し
た
。 

全
国
の
自
治
体
で
は 

１
人
平
均
１
万
円
超
の
補
助

小
矢
部
市
は 

「
ゼ
ロ
」

砺
波
市
や
高
岡
市
の
病
院
に 

か
か
っ
て
も
、 

子
ど
も
医
療
費
を 

窓
口
で
無
料
に
し
て
ほ
し
い

北陸中央病院の 

小児科･産科の 

再開が必要です 

み
な
さ
ん
の
願
い
に 

こ
た
え
ま
す 

日
本
共
産
党

問われる議員の資質 

市
民
の
要
求
実
現
の
た
め 

｢

住
民
こ
そ
主
人
公｣

 

の
立
場
で
、
道
理
あ
る
提
案

最
近
、「
日
帰
り
出
張
１
９
５

回
」
な
ど
不
明
朗
な
政
務
活
動

費
支
出
が
大
問
題
に
な
っ
た
県

議
や
、
酒
気
帯
び
運
転
で
逮
捕

の
市
議
な
ど
、
議
員
に
た
い
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
不
信
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
共
産
党
の
議
員
は
、「
住

民
こ
そ
主
人
公
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
議
員
活
動
。
市
民
の
み
な
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
、
一
致
点
で

は
他
党
派
と
も
共
同
。
不
明
朗

な
支
出
や
市
民
道
徳
に
反
す
る

行
為
に
も
っ
と
も
無
縁
な
の
が

日
本
共
産
党
の
議
員
で
す
。 

◯
水
道
料
金
を
４
回
も
値
下
げ 

 
 

２
０
０
５
年
比
で
月
額
基
本
料
金
２
５
０
円

値
下
げ
（
１
８
７
０
円
→
１
６
２
０
円
、
税
抜
き
）

◯
石
動
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化 

・
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置 

◯
学
童
保
育
を
小
学
校
５
校
で
実
現 

土
曜
日
、
夏
休
み
、
冬
休
み
、
春
休
み
も
実
施

◯
小
学
校
低
学
年
３
５
人
学
級
実
現 

小
学
校
１
年
、
２
年
の
３
０
人
を
超
え
る
学
級

に
市
独
自
で
補
助
教
員
配
置 

◯
中
学
生
を
広
島
平
和
記
念
式
典
へ
派
遣
、

平
和
教
育
の
充
実 

◯
市
議
会
民
生
文
教
常
任
委
員
長
と
し
て 

史
上
初
の
参
考
人
質
疑
を
実
現 

発
達
障
害
児
の
早
期
発
見
・
早
期
対
応
の
た
め

の
専
門
員
を
配
置 

これまで、みなさんと一緒に実現してきたこと(一部を紹介します) 

税金の無駄づかい正し、 

市の借金削減に建設的提案、 

市民と力を合わせ要求実現 

する日本共産党の議員 

２０１４年７月号外 

発行：日本共産党小矢部市委員会（電話 67-4322）日本共産党小矢部市委員会の見解を紹介します 

 

日本共産党の市議が

６月議会で質し、市当局

は「医師会と協議し、で

きるだけ前へ進めたい」

と答えました。 

払える国保税に 

窓口無料 
小矢部市内 3,856 件 

計 4,317 件 


